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  平成 29 年 8 月 11 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 三 洋 堂 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代 表 者 名 代表取締役最高経営責任者兼

最 高 執 行 役 員 
加藤 和裕 

 （東証ＪＡＳＤＡＱ コード番号：３０５８） 

問 合 せ 先 取 締 役 執 行 役 員 

経 営 企 画 室 長 
伊藤   勇 

  （ＴＥＬ： ０５２－８７１－３４３４） 

 

平成 30年 3月期 第 1 四半期連結決算概要 

 

１．平成 30年 3月期 第 1四半期連結業績ハイライト 
●売上高は、セル AV 部門で前期比 107.6％、古本部門で同 106.0％と健闘したものの、主力の書店

部門が前年を下回ったことなどから、全体では同 96.5％に留まりました。 

●上記の減収の影響により親会社株主に帰属する四半期純損失は 16百万円となりました。 

（百万円、％） 

平成 29年 3月期 

第 1四半期 

平成 30年 3月期 

第 1四半期 増減額 前期比 

金額 構成比 金額 構成比 

売上高 5,337 100.0 5,150 100.0 △187 96.5 

売上総利益 1,610 30.2 1,520 29.5 △90 94.4 

営業利益 22 0.4 △28 - △50 - 

経常利益 27 0.5 △18 - △45 - 

親会社株主に帰属する四半期純利益 7 0.1 △16 - △23 - 
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２．セグメント別・部門別売上高 

（百万円、％） 

平成 29年 3月期 

第 1四半期 

平成 30年 3月期 

第 1四半期 増減額 前期比 

金額 構成比 金額 構成比 

個人顧客事業 5,281 99.0 5,086 98.8 △194  96.3 

 書店 3,403 63.8 3,273 63.6 △ 130 96.2 

 文具・雑貨・食品 473 8.9 470 9.1 △2 99.4 

 セルＡＶ 347 6.6 373 7.3 26 107.6 

 ＴＶゲーム 170 3.2 144 2.8 △ 26 84.6 

 古本 136 2.5 144 2.8 8 106.0 

 レンタル 738 13.8 645 12.5 △ 93 87.4 

 その他 12 0.2 34 0.7 22 288.7 

サービス販売事業 55 1.0 63 1.2 7 113.7 

その他 0 0.0 0 0.0 △0 92.7 

合計 5,337 100.0 5,150 100.0 △ 187 96.5 

（注）当第 1 四半期連結会計期間より、従来「法人顧客事業」として記載していた報告セグメントについては、

重要性が乏しくなったことに伴い「その他」の区分に含めております。 

個人顧客事業の部門別売上高推移
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３．平成 30年 3月期 通期連結業績予想 

（百万円、％） 
平成 29年 3月期 実績 平成30年3月期 予想 

増減額 前期比 
金額 構成比 金額 構成比 

売上高 22,124 100.0 21,000 100.0 △1,124 94.9 

営業利益 258 1.2 300 1.4 41 116.1 

経常利益 274 1.2 300 1.4 25 109.2 

親会社株主に帰属する当期純利益 68 0.3 50 0.2 △18 73.3 

1株当たり配当金 4.0円 － 0.0円 － － － 

（注）配当につきましては、業態転換のための投資を優先することから無配を予定しております。 

・ 新規事業への投資を始め、出店や既存店の改装等を進めてまいりますが、各部門で売上高が厳しい推移

となる見込みから、減収を予想しております。 
 

以上 
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